
川
島

忠
之

助
に

つ
い
て
(
そ

の
皿
)

oゆ

川
島
忠
之
助
が
再
度
入
所
す
る
横
須
賀
製
鉄
所
は
、
明
治
三
年

一
月
五
目
、
管

轄
庁

(大
蔵
省
)
に
所
内
の
各
工
揚
が
竣
工
し
て
事
業
も
軌
道
に
の
る
よ
う
に
な

っ
た
か
ら
学
校
を
建
て
て
技
術
伝
習
生
を
募
集
す
る
こ
と
こ
そ
今
日
の
急
務
で
あ

る
と
建
言
し
た
。

二
月
二
十
七
日
、
兵

動
監
督
大
佑
は
民
部
省

出
仕

の
肥
田
濱
五
郎
に

ヴ

ェ
ル
ニ
ー
首
長
の
意

見
と
し
て
、
製
鉄
所
仮

学
校
の
設
置
を
み
た
の

で
速
か
に
生
徒
を
募
集

し
て
開
校
式
を
挙
行
し

た
い
、
生
徒
を
収
容
す

る
適
当
な
家
屋
が
な
い

け
れ
ど
、

寄
宿
舎
を
新
築
す
る
ま
で

生
徒
募
集
を
延
期
す
る
よ
う
な

こ
と
は
や

め
、
横
須
賀

の
民
家
に
こ
れ
を
寄
宿
さ

せ
て
も
か
ま
わ
な
い
か
ら
、
至
急
に
生
徒

の
募
集
を
す
る
よ
う
に
し
た
い
と
進
言

し
て
い
る
。

横
須
賀
製
鉄
所
は
伝
習
生
徒
の
募
集
を
急
ぎ
、
横
須
賀
の

一
民
家
を
仮
寄
宿
所

に
定
め
、
技
術
伝
習
生
の
受
け
入
れ
準
備
を
整
え
、
三
月
二
十
九
日
に
は
管
轄
庁

の
許
可
を
え
て
、
寄
宿
所
と
し
て
の
民
家
の
借
用
料
な
ど
を
き

め

て

い
る
。
ま

富

田

仁

た
、
同
日
、
新
し
く
設
置
さ
れ
た
技
術
伝
習
の
た
め
の
学
校
は
黌
舎
と
称
し
、
校

則
を
定
め
て
そ
の
原
案
を
民
部
省
に
提
出
し
て
い
る
。

つ
ぎ
に

「
黌

舎

規

則

大

要
」
を
引
用
し
ょ
う
。

黌
舎
規
則
大
要

第

一
條

入
學
志
願
者
ハ
總
テ
父
兄
若
ク
ハ
親
族
ノ
保
證
ヲ
要
ス
若
シ
在
黌
中
篤
疾
二
罹

リ
或
ハ
非
法
不
品
行
等
ノ
擧
動
ア
ル
ト
キ
ハ
保
證
人
二
通
知
シ
テ
退
黌
セ
シ
ム

倡
在
黌
中
ノ
輕
疾
者
ハ
醫
薬
ヲ
官
給
ス

第
二
條

入
學
志
願
者
ノ
年
齢
ハ
十
三
、
四
歳
以
上
二
十
歳
迄
ヲ
限
リ
ト
ス
レ
ド
モ
資
性

英
敏
若
ク
ハ
修
學
ノ
經
歴
ア
ル
輩
ハ
特
二
此
制
限
二
據
ラ
ザ
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ

第
三
條

在
黌
中
ハ
修
學
用
器
具
、
書
籍
、
筆
墨
紙
及
食
料
ヲ
官
給
ト
シ
衣
服
其
他
生
徒

自
身
二
属
ス
ル
費
用
ヲ
保
證
人
ノ
支
辨
ト
ス

第
四
條

主
眼
ノ
學
科
ハ
造
船
學
及
機
械
學
ナ
レ
ド
モ
先
ツ
佛
語
學
ヲ
修
メ
シ
メ
漸
ク
其

意
義
ヲ
解
ス
ル
ニ
至
リ
テ
數
學
ヲ
授
ケ
逐
次
歩
ヲ
進
メ
テ
意
二
本
科
二
達
セ
シ
ム
ベ
シ

第
五
條

教
則
及
學
科
ノ
選
定
ハ
總
テ
教
師
ノ
主
宰
ス
ル
所
タ
ル
ヲ
以
テ
生
徒
ハ
】
意
之

ヲ
遒
奉
・セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ

第
六
條

在
黌
期
限
ハ
生
徒
ノ
勤
怠
能
否
二
應
ジ
テ
遲
速
ア
ル
ベ
シ
ト
雖
モ
一
ニ
ノ
實
用

學
科
ヲ
講
究
シ
タ
ル
後

二
非
レ
バ
退
黌
ヲ
許
サ
ズ

第
七
條

一科
若
ク
ハ
數
科
ヲ
卒
業
シ
テ
退
黌
ヲ
請
願
ス
ル
者
ハ
其
學
科
ノ
應
用
試
驗
期

ヲ
經
過
シ
タ
ル
後
二
至
リ
テ
其
請
ヲ
許
ス
ベ
シ

但
シ
應
用
試
驗
ノ
期
限

ハ
在
黌
期
限
ノ
孚
ト
ス

第
入
條

應
用
試
驗
満
チ
テ
退
黌
ス
ル
ト
キ
ハ
某
學
科
卒
業
證
書
ヲ
授
與
シ
且
其
族
籍
姓

名
ヲ
新
聞
紙
二
掲
ゲ
テ
世
上
二
廣
告
ス
ベ
シ

第
九
條

官
衙
二
於
テ
前
條
ノ
卒
業
者
ヲ
採
用
ス
ル
ト
キ
ハ
其
技
能
二
應
ジ
テ
相
當
ノ
俸

給
ヲ
與
フ
ベ
シ

(『横
須
賀
海
軍
船
廠
史
』)
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黌
舎
の
規
則
に
よ
れ
ば
、
入
学
志
願
者
は
十
三
歳
か
ら
二
十
歳
ま
で
と
い
う

一

応
の
年
齢
制
限
が
あ

っ
た
が
、
川
島
忠
之
助

の
場
合
、
当
年
十
入
歳
で
あ
り
、
年

齢
の
点
で
も
ま

っ
た
く
問
題
が
な
か

っ
た
。
の
み
な
ら
ず
、
中
島
才
吉
の
従
弟
で

あ
り
、
そ
の
推
薦
を
受
け
て
い
た
の
で
、
入
所

の
条
件
は
恵
ま
れ
て
い
た
。

四
月
七
日
、
ヴ

ェ
ル
ニ
ー
首
長

の
推
挙
に
よ
り
、
管
轄
庁
は
中
島
才
吉
少
佑
と

稻
垣
喜
多
造
権
少
佑

の
二
人
に
伝
習
生
徒
の
教
育
に
関
す
る
学
務
に
専
念
す
る
こ

と
と
、
同
時
に
フ
ラ
ン
ス
人
教
師
を
補
助
し
て
フ
ラ
ン
ス
語
学
を
教
え
る
こ
と
を

命
じ
た
。

忠
之
助
が
横
須
賀
製
鐵
所
の
黌
舎

に
伝
習
生
と
し
て
入

っ
た
の
は
明
治
三
年
四

月
の
初
頭
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

黌
舎
で
は
ま
ず
フ
ラ
ン
ス
語
の
授
業
が
行
な
わ
れ
た
の
だ
が
、
中
島
と
稲
垣
の

二
人
が
フ
ラ
ン
ス
人
教
師

の
補
佐
、

つ
ま
り
通
訳
的
な
立
揚
で
授
業
を
進
め
て
い

っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
人
教
師
に
し
て
も
、
フ
ラ
ン
ス
語
の
授
業

の
み
に
専
従
し
て
い
た
わ
け
で
は
な

い
。
む
し
ろ
、
フ
ラ
ン
ス
語
教
授
の
方
が
兼

務
で
あ

っ
た
。

四
月
是

ヨ
リ
先

キ
ウ

エ
ル
ニ
ー

ハ
管

轄

廳

二
供
申

シ
テ
モ
ン
ゴ

ル
フ
イ

エ
i
、
メ

ル

シ
エ
ー
、
ウ

エ
ッ
ト
及

テ

ニ
エ
ー

ル

ニ
廓
習
生
徒

ノ
教
授

ヲ
秉
務

セ
シ
メ

一
回

ノ
教
授
料

ヲ
モ
ン
ゴ

ル
フ
ィ

エ
ー
、
メ

ル
シ

エ
ー
及

ウ

エ
ッ
ト

ハ
各

一
弗
デ

ニ
エ
ー

ル

ハ
七
十
五
仙

ト
定
メ
其
回
數

二
照

シ
テ
毎
月

之
ヲ
支
給

ス
ル

コ
ト

・
セ
リ

右

の
引
用
は

『横
須
賀
海
軍
船
廠
史
』
の

「明
治
三
年
紀
」
の

一
節

で

あ

る

が
、

こ
の
記
録
か
ら
も
フ
ラ
ン
ス
人
技
師
が
伝
習
生
の
授
業
を
兼
務
し
た
こ
と
が

あ
き
り
か
で
あ
る
。
メ
ル
シ
ェ
ー
を

一
例
に
し
て
み
る
と
、
会
計
課
長
と
し
て
月

給
三
百
ド
ル
が
支
給
さ
れ
て
い
る
上
に
、

一
回
の
授
業
料

一
ド
ル
を
さ
ら
に
受
け

て
い
る
の
で
あ
り
、
か
な
り
好
条
件

で
あ
る
。
な
お
、
倉
庫
主
事
の
モ
ン
ゴ
ル
フ

ィ
エ
ー
は
フ
ラ
ン
ス
で
別
の
職
務
に
就
く
た
め
に
四
月
の
時
点
で
製
鉄
所
を
退
任

し
て
い
る
。

.

忠
之
助
は
メ
ル
シ
エ
ー
、
ウ

エ
ッ
ト

(鑢
鑿
頭
目
)、
デ

ニ
エ
ー
ル

(船
工
職
)

な
ど
か
ら
黌
舎
で
技
術
伝
習
を
受
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
技
術
伝
習
の
主
要

科
目
は
造
船
学
と
機
械
学
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
理
解
の
た
め
に
は
フ
ラ
ン
ス
語
が

ど
う
し
て
も
わ
か
ら
な
く
て
は
な
ら
な
か

っ
た
。
た
と
え
通
訳
を
仲
だ
ち
に
し
よ

う
と
も
、

フ
ラ
ン
ス
人
技
師
が
フ
ラ
ン
ス
語
で
専
門
技
術
に
つ
い
て
講
義
す
る
の

で
あ
る
か
ら
、

フ
ラ
ン
ス
語
の
十
分
な
理
解
が
前
提
に
な
る
。
や
が
て
は
数
学

の

授
業
も
課
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

忠
之
助
億
ど
の
'よ
う
な
過
程
で
技
術
伝
習
を
受
け
た
の
だ
ろ
う
か
。
じ

つ
は
そ

の
点
は
ほ
と
ん
ど
わ
か
ら
な
い
。

氏

の
直
話

に
よ
ゐ
と
、
伝
習
生
時
代
は
、
天
性
数
学
に
鈍
く
手
先

が
無

器
用
な
の
で
、

大

い
に
困
難

し
た
と

い
う
。

(柳

田
泉

「
川
島
忠

之
助
伝

」
)

数
学
が
不
得
手
で
あ
り
、
無
器
用
で
あ

っ
た
忠
之
助
に
と

っ
て
伝
習
の
目
々
が

必
ず
し
も
楽
し

い
も

の

で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
想
像
さ
れ
る
が
、
伝
習
生
と
し

て
落
伍
す
る
よ
う
な
劣
等
生
で
な
か
っ
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ

る
。
明

治

三
年

末
、
伝
習
生
活
に
不
適
任
な
者
は
退
黌
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
忠
之
助
は
そ
の

対
象
外
で
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

十
二
月
二
十
七
目
肥
田
少
丞
ハ
在
東
京
山
尾
權
大
丞
二
通
牒
ヲ
發
シ
テ
日
バ
ク
製
鐵
所

傳
習
生
徒
中
二
資
性
痴
鈍
若
ク
ハ
身
躰
虚
弱
ニ
シ
テ
他
日
ノ
成
業
ヲ
期
シ
難
キ
モ
ノ
數
名

ア
ル
ヲ
以
テ
ウ
エ
ル
ニ
ー
ノ
具
申

二
據
リ
止
ム
ヲ
得
ズ
退
黌
ヲ
命
ジ
タ
レ
ド
モ
此
輩
ハ
皆

幼
年
子
弟
ニ
シ
テ
未
タ
俄
二
成
業
ノ
目
的
ナ
シ
ト
斷
言
ス
ル
能

ハ
ズ
且
多
少
佛
語
學
及
算

術
等
ヲ
講
習
シ
タ
ル
ヲ
以
テ
幸
二
貴
下
ノ
斡
旋
ヲ
得
テ
大
學
南
校
二
入
學
セ
シ
メ
ン
コ
ト

ヲ
切
望
ス
ト
云
々

(『横
須
賀
海
軍
船
廠
史
』)

忠
之
助
は
資
質
的
に
も
身
体
的
に
も
十
分
に
伝
習
生
活
に
堪
え
ら
れ
た
の
で
あ

る
が
、
前
述
の
よ
う
に
数
学
に
は
手
こ
ず

っ
た
ら
し
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

川
島
順
平
も

「
父

・
川
島
忠
之
助
」
の
中
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

語
学

に
は
滅
法
強
く
、
記
憶
力
も
抜
群
だ

っ
た
が
、
算
数

や
理
科
方
面
に
弱
か

っ
た
父

は
、
将
來
を
大
部
思

い
悩
ん

だ
と
私

に
よ
く
話
し
た
も

の
だ

っ
た
。

(2)



川島忠之助について(そ の 皿)

忠
之
助
は
フ
ラ
ン
ス
語
を
こ
の
伝
習
生
時
代
に
マ
ス
タ
ー
し
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
れ
は
専
門
的
技
術
を
習
得
す
る
手
段
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
語
を
理
解
し
な
く
て
は
、

な
ら
な
い
と
い
う
伝
習
生
と
し
て
の
特
別
な
立
場
か
ら
当
然
の
こ
と
で
あ

っ
た
に

ち
が
い
な
い
が
、
忠
之
助
は
多
数
の

フ
ラ
ン
ス
語
原
書
を
読
む
努
力
を
こ
の
時
期

に
重
ね
て
い
た
。

父
が

フ
ラ

ン
ス
語
を

マ
ス
タ
ー
し
た

の
は
、

こ
の
伝
習
生
時
代

だ

っ
た
。
恐
ら
く
仏
書

を
購
入
す
る
金
も
な
く
、
仏
書

が
日
本

で
市
販
さ
れ
て
も

い
な
か

っ
た
ろ
う

か
ら
、

フ
ラ

ン
ス
人

の
教
官
や
前
記

の
中
島
才
吉
か
ら

で
も
借
り

て
読
ん
だ

の
だ
ろ
う
。

フ
ラ
ン

ス
古

典
劇
を
読
破
し
た

の
も
、
こ
の
時
代

だ

っ
た
よ
う
だ

。

(
「父

・
川
島
忠
之
助
」
)

忠
之
助
が
伝
習
生
時
代
に
読
ん
だ
書
物
が
ど
の
よ
う
な
種
類

の
も
の
で
あ

っ
た

か
は
具
体
的
に
は
な
に
ひ
と

つ
不
明

で
あ
る
が
、
川
島
順
平
の
記
述
は
き
わ
め
て

興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
専
門
技
術
書
以
外
に
フ
ラ
ン
ス
古
典
劇
の
類
ま
で
読
ん

で
い
た
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
後
年
の
川
島
忠
之
助
の
訳
業
を
思
わ
せ
る
も
の
が
あ

る
。と

こ
ろ
で
、
明
治
三
年
閏
十
月
、
製
鉄
所
の
裏
門
の
前
に
黌
舎
が

建

築

落

成

し
、
仮
寄
宿
所
の
伝
習
生
徒
は
そ
こ
に
移
さ
れ
て
い
る
。

忠
之
助
も
伝
習
生
の
仲
間
と
と
も
に
そ
の
黌
舎
で
の
生
活
に
入

っ
た
わ
け
で
あ

る
が
、
同
期
生
と
し
て
ど
の
よ
う
な
人
物
が

い
た
の
だ
ろ
う
か
。
川
島
順
平
は
、

つ
ぎ

の
よ
う
な
記
述
で
、
忠
之
助

の
同
期
生
の
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

こ
の
伝
習
所
時
代

の
同
級
生

の
幾
人
か
が
、
父

の
終
生

の
親
友

と
な

っ
た
の
だ
。

そ
の

人

た
ち

は
後
年
海
軍

の
造
船
大
監

に
な

っ
た
り
、
東
大
工
科

の
教

授
と
な

っ
た
が
、
中

で

も
若
山
鉉
吉

と
い
う
方
と

は
、
兄
弟
以
上

の
親

交
を
続
け
、
お
互

の
家
庭
的

面
倒
も
見
合

い
、
助

け
合

っ
て
い
た
。
父

は
海
軍

の
こ
と
に
は
終
生
関
心
と
興
味
を
持
ち
続
け
、
諸
外

国

の
艦
艇

の
性
能
や
噸
数
、
艦
名
ま

で
知
悉
し
て

い
た
。

(「
父

・
川
島
忠

之
助

」)

横
須
賀
製
鉄

(造
船
)
所
に
お
け
る
フ
ラ
ン
ス
語
伝
習
に
携

っ
た
目
本
人
と
し

て
は
中
島
才
吉
、
稲
垣
喜
多
造
、
熊
谷
直
孝
、
伊
東
栄
、
細
谷
安
太
郎
な
ど
が
知

ら
れ
て
い
る
が
、

い
わ
ゆ
る
伝
習
生

の
リ
ス
ト
は
残
さ
れ
て
は
い
な
い
の
で
、
詳

細
は
わ
か
ら
な
い
。

フ
ラ
ン
ス
人
教
師
の
補
佐
と
し
て
伝
習
に
協
力
し
た
日
本
人

ス
タ
ッ
フ
は
幕
府

の
開
成
所
あ
る
い
は
横
浜

の
表
語
学
所
の
出
身
が
採
用
さ
れ
て

い
た
。
慶
応
三
年

二
月
二
十
目
付
の
ヴ

ェ
ル
ニ
ー
の
伝
習
生
制
度
に
関
す
る
提
案

書
に
は
伝
習
期
間
を
三
力
年
と
し
、
第

一
年
次
に

「年
長
四
名
、
若
年
二
名
」
の

六
名
を
入
学
さ
せ
、
と
く
に

「
田
中
、
山
高
、
河
合
」
の
三
名
は
二
年
間
で
実
務

に

つ
け
る
よ
う
特
別
訓
練
を
施
す
と
述
べ
て
い
る
。
田
中
周
造
、
山
高
左
太
夫
、

河
合
捨
吉
の
三
名
が
旧
制
度

の
第

一
回
の
伝
習
生
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
こ
れ
で
は

っ
き
り
し
て
い
る
。

忠
之
助
が
再
入
所
し
た
時
期

の
授
業
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
は
前
述
の
ヴ

ェ
ル
ニ
ー
の

伝
習
生
制
度
設
立
案
と
同
時
に
作
成
さ
れ
た
三
年
課
程
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
と
同

一

の
も
の
で
あ

っ
た
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
大
同
小
異

の
も
の
で
あ

っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
参
考
ま
で
に
、
高
橋
邦
太
郎

の
論
考

「技
術
仏
語
学
習
②

(横
須
賀
造
船
所
)」

に
よ

っ
て

そ
の
三
年
課
程

の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
紹
介
す
る

と
、

つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

第

一年
次

算
数

四
十
六
時
問
、
幾
何

四
十
時
聞
、
製
図

十
時
間
、
物
理

三
十
時
間
、
地
理

十
時
間
、
仏
文
学

四
十
六
時
間
、
画
学

四
十
入
時
間

第
二
年
次

算
数

三
十
時
間
、
幾
何

四
十
時
間
、
機
械
学

四
十
時
間
、
物
理

二
十
時
間
、
化

学

二
十
時
間
、
動

・
植
物
学

十
五
時
問
、
仏
文
学

二
十
九
時
間
、
画
学

四
十
八

時
間
、

第
三
年
次

ス

テ

レ

オ

ト

ミ

コ

物
理

・
材
料
強
弱
学

四
十
時
間
、
分
体
法

二
十
時
間
、
化
学

二
十
時
間
、
造
船
学

百
二
十
時
間

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
中
の
仏
文
学
と
は
、
高
度

の
フ
ラ
ン
ス
語
学
を
指
す
も
の
で
あ

る
。
フ
ラ
ン
ス
語
の
学
習
は
二
年
間
み

っ
ち
り
仕
込
ま
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
入
学

許
可
の
時
点
で
基
礎
段
階
の
フ
ラ
ン
ス
語
の
理
解
が
要
求
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
ヴ

ェ
ル
ニ
ー
の
伝
習
生
制
度
設
立
案
に

「生
徒
は
、
横
須
賀
に
於
い
て
受
講
す
る
基

礎
た
る
仏
語
、
及
び
初
歩
諸
科
学
の
試
験
に
合
格
し
、
横
浜
の
仏
語
伝
習
所

の
如

(3)
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き

O
o
臣
ひq
①
終
了
後
、
は
じ
め
て
入
学
が
許
可
さ
れ
ま
す
」
と
い
う
記
述

か

ら

も
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
忠
之
助
の
揚
合
、
す
く
な
く
と
も
再
入
所
の
時
点
で
は
、

歯
科
医
ア
レ
ク
サ
ン
ド

ル
宅
で
の
学
僕
期
間
を
経
た
こ
と
で
、
あ
る
程
度

の
会
話

力
を
も
含
め
て
フ
ラ
ン
ス
語
の
力
が
養
わ
れ
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
の
で
、
三

力
年
課
程
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
受
講
の

一
応
の
条
件
が
整
え
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。

ヴ

ェ
ル
ニ
ー
は
授
業
内
容
と
は
べ

つ
に

一
日
の
時
間
表
も
定
め
て
い
る
。

午
前
入
時
三
十
分
ー

十
時

講
義

十
時
-

十

一
時

研
究

午
後

一
時
i

三
時
三
十
分

画
学

三
時
三
十
分
ー

四
時
三
十
分

講
義

四
時
三
十
分
ー
1
六
時

自
由
画
学
あ
る
い
は
質
問
時
間

火
曜
目
は
入
時
三
十
分
i

十

一
時
は
と
く
に
仏
作
文

水
曜
日
午
後
は
画
学
に
好
成
績
を
え
た
者
は
休
暇

ヴ

ェ
ル
ニ
ー
は
成
績
優
秀
者
に
は
外
国
留
学
の
機
会
を
あ
た
え
る
こ
と
も
考
え

て
い
た
。

生
徒

は
政
府

の
業
務

に
従
事
す

る
期
間

に
は
、
給
与
を
受
け
、
卒
業

に

際

し

て
、

首

席

、
次
席

の
二
名

は
渡
欧
、

ニ
カ
年
修
業
さ
せ
ま
す
。

慶
応
三
年
二
月
の
前
述
の
設
立
案

に
も
こ
の
よ
う
に
明
記
し
て
い
た
が
、
明
治

四
年
五
月

二
日
に
工
部
省
か
ら
外
国
留
学
規
則
の
裁
可
の
通
知
が
横
須
賀
造
船
所

〔明
治
四
年
四
月
七
日
付
で
横
須
賀
製
鉄
所
は
横
須
賀
造
船
所
と
改
称
、
工
部
省

の
所
属
〕
に
届

い
た
。
こ
の
留
学
規
則
は
伝
習
生
と
欧
米
留
学
中
は
学
生
の
名
義

で
あ
る
官
吏
、
す
な
わ
ち
工
部
省
質
問
生
に
適
用
す
る
も
の
で
、

つ
ぎ
の
よ
う
な

内
容
で
あ
る
。

一

工
部

ノ
諸
科
、
鑛
山
、
製
鐵
、
造
船
、
諸
建
築
、
諸
製

作
等

二
從
事

ス
ル
官
員

生

徒

ノ
内
技
術
掛

ト
文
書
掛

ト
兩
樣
共

二
選
擧

ス
ベ
キ
事

一

文
事
ハ
必
ズ
洋
學
二
通
ズ
ル
者
ノ
内
ヨ
リ
選
擧
ス
ベ
シ
ト
雖
技
術
二
於
テ
上
達
ス

ル
者

ハ
洋
學
二
通
ゼ
ズ
ト
雖
亦
選
擧
ス
ベ
キ
事

一

人
選
ハ
各
科
全
權
ト
技
長
ト
商
量
檢
査
ノ
上
省
議
ヲ
請
テ
決
定
ス
ベ
キ
事

一

身
体
健
康
ナ
ル
ヤ
醫
院
ノ
檢
査
ヲ
受
ク
ベ
キ
事

一

人
員
ハ
一
科
ヨ
リ
各
年
兩
名
若
ク
ハ
三
名
ヲ
選
取
ス
ベ
キ
事

一

在
留
年
限
ハ
其
業
其
人
二
因
リ
一
様
ナ
ラ
ズ
但
通
常
十
八
箇
月
ヨ
リ
三
箇
年
ト
定

ム
尤
人
選
ノ
節
之
ヲ
議
定
ス
ベ
キ
事

一

在
留
給
料
ハ
質
問
生
ハ
一箇
年
千
二
百
弗
ヨ
リ
千
五
百
弗
迄
傳
習
生
ハ
九
百
弗
ヨ

リ
千
二
百
弗
迄
其
業
其
人
二
西
リ
人
邏
ノ
節
之
ヲ
議
定
ス
ベ
キ
事

但
住
復
旅
費
并
上
程
前
支
度
料

ハ
別
二
給
ス
ベ
キ
事

一

選
擧
ノ
期
目
ハ
ニ
月
入
月
兩
度
タ
ル
ベ
キ
事

一

外
國
修
業
中
ハ
都
テ
生
徒
ノ
名
目
ニ
テ
歸
朝
ノ
上
成
業
ノ
度
二
隨
ヒ
等
級
ヲ
命
ズ

ベ
キ
事

一

歸
朝
ノ
上
七
箇
年
間
各
其
局
二
勤
務
ス
ベ
キ
事

一

上
程
歸
朝
等
ノ
規
則
井
留
學
中
心
得
方
ハ
象
テ
御
布
告
ノ
旨
堅
ク
可
相
守
事

(『横
須
賀
海
軍
船
廠
史
』)

こ
の
留
学
規
則
が
ど
の
よ
う
に
実
施
さ
れ
た
の
か
、
き
わ
め
て
興
味
深
い
が
、

伝
習
生
で
実
際
に
留
学
し
た
者
が
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
記
録
の
上
で
は
わ

か
ら
な
い
。

忠
之
助
が
抜
群
の
成
績
を
収
め
て
そ
の
留
学
生
に

「
選
擧
」
さ
れ
な
か
っ
た
こ

と
だ
け
は
た
し
か
で
あ
る
。
数
学
的
な
才
能

の
乏
し
か
っ
た
と
云
わ
れ
る
忠
之
助

で
あ
る
。
手
先
の
無
器
用
な
忠
之
助
で
も
あ
る
。
造
船
学
、
機
械
学
が
主
要
な
学

科
で
あ
る
製
鉄
所

(造
船
所
)

の
伝
習
生
と
し
て
忠
之
助
が
首
席
な

い
し
次
席
の

成
績
を
あ
げ
る
こ
と
は
、
す
こ
ぶ
る
む
ず
か
し
か

っ
た
に
ち
が

い
な
い
。
忠
之
助

は
伝
習
期
間
多
大
な
努
力
を
重
ね
て
黌
舎

の
全
課
程
を
終
了
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

明
治
五

(
一
入
七

二
)
年
、

い
よ
い
よ
伝
習
生
生
活
を
終

っ
て
官
途
に

つ
き
、
海

軍
省

十
五
等
出
仕

(判
任
最

下
級

)
を
拝
命

し
て
月
給
十

二
円
を
貰
う

こ
と

に
な

っ
た
。
氏

の

実
地

の
仕

事
は
鍛
冶

、
製
鑵

、
造
船

で
あ

っ
た
が
、
や

は
り

こ
の
無
器
用
に
累
さ
れ
て
、

役
に
立
た
な

い
。

(「
川
島
忠
之
助
伝
」
)

(4)
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忠
之
助
が
二
度
目
に
横
須
賀
製
鉄
所
の
伝
習
生
に
な

っ
た
の
は
明
治
三
年
の
四

月
の
こ
と
と
み
ら
れ
る
。
伝
習
の
期

間
が
前
述
の
ヴ

ェ
ル
ニ
ー
案
の
よ
う
に
三
年

間
で
あ
る
と
、
忠
之
助
の
黌
舎
卒
業
は
明
治
六
年
三
月
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
五

年
に
卒
業
し
て
官
途
に
就
い
て
い
る
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
忠
之
助
の
揚
合
、
最
初

の
伝
習
生
の
期
間
が
繰
り
こ
ま
れ
て
、
再
度
の
伝
習
期
間
が
二
年
に
短
縮
さ
れ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
伝
習
期
間

三
力
年
と
い
う
の
は
当
初
か
ら

一
定
し
て
い

る
。
た
だ
し
、
明
治
九
年
二
月
二
十

六
日
に
ヴ

ェ
ル
ニ
ー
は
横
須
賀
造
船
所

(製

鐵
所
)

の
創
業
以
来
の
状
況
の
報
告
書
を
日
本
政
府
に
提
出
し
た
が
、
そ
の

「第

四
款

学
校
」
の
中
で
、
「
正
則
學
校
生
徒
鑁
飴

ノ
現
員

ハ
三
十
七
名

ニ
シ
テ
其
學

級
ヲ
五
等

二
區
別
シ
日
佛
二
國
人
ノ
教
員
七
名
ヲ
シ
テ
之
ヲ
教
授

セ
シ
ム
最
上
級

ノ
生
徒

ハ
海
軍
技
士
ノ
職
務
ヲ
實
際

二
講
習
セ
シ
ム
レ
ト
モ
造
船
學
及
蒸
氣
機
械

學
ノ
課
程
今
尚
具

バ
ラ
ス
且
本
校

ハ
固

ヨ
リ
文
學
者
ノ
養
成

二
適
セ
サ
ル
ナ
リ
正

則
學
校
生
徒
成
業
ノ
期

二
達
セ
ス
シ
テ
退
學
ス
ル
ト
キ

ハ
造
船
所

二
於
テ
應
分
ノ

職
務

二
就
カ
シ
ム
」
と
記
し
て
い
る
と
こ
ろ

か

ら
、
「最
上
級
ノ
生
徒
」
と
し
て

「
海
軍
技
士
ノ
職
務
ヲ
實
際

二
講
習

」
す
る
た
め
に
第
三
年
次
目
に
海
軍
省
に
出

仕
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
な
く
は
な

い
。
あ
る
い
は
ま
た
、
明
治
三
年

三

月

の

「黌
舎
規
則
大
要
」
の
第
六
条
の

「
在
黌
期
限

ハ
生
徒
ノ
勤
怠
能
否

二
應
ジ
テ
遲

速
ア
ル
ベ
シ
」
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
考
え
て
、

二
年
間
で
黌
舎

の
課
程
を
終
了
し

た
か
、
第
七
条

の

「
一
科
若
ク

ハ
數
科
ヲ
卒
業
シ
テ
退
黌
ヲ
請
願

ス
ル
者

ハ
其
學

科
ノ
應
用
試
驗
期
ヲ
經
過
シ
タ
ル
後

二
至
リ
テ
其
請
ヲ
許
ス
ベ
シ
」
と
い
う
条
件

を
満
た
し
て
退
黌
し
た
の
か
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
忠
之
助
は
二
年
間
在
黌
し
た
だ

け
で
、
海
軍
省
十
五
等
出
仕
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
こ
で

一
考
し
な
く

て
な
ら
な
い
の
は
、
忠
之
助
が
最
初

に
横
須
賀
製
鉄
所
に
製
図
見
習
工
と
し
て
入

所
し
た
の
は
技
術
伝
習
生
徒
の
資
格

に
よ
る
も
の
で
は
な
く
て
、
職
工
生
徒

の
資

格
に
よ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
前
者

の
揚
合
、
ヴ

ェ
ル
ニ
ー
の

設
立
案
の
生
徒
の
年
齢
制
限

「
十
七
歳

か
ら
二
十

一
歳
」
に
抵
触
す

る

こ

と

と

「受
講
す
る
基
礎
た
る
仏
語
、
及
び
初
歩
諸
科
学

の
試
験
」
に
当
時

の
忠
之
助
が

合
格
す
る
は
ず
が
な
い
と
考
え
ら
れ

る
の
で
、
い
さ
さ
か
疑
問
に

な

る

の

で
あ

る
。
し
か
し
、
後
者
、
変
則
学
校
生
徒
、
す
な
わ
ち
職
工
生
徒
は
横
須
賀
近
辺
の

十
歳
以
上
の
少
年
を
徴
募
し
た
こ
と
で
、
忠
之
助

の
よ
う
な
幕
府
御
家
人
の
子
弟

は
そ
の
対
象
外
で
あ
り
、
こ
れ
も
ま
た
疑
問
を
生
じ
さ
せ
る
。
変
則
学
校
生
徒
は

明
治
三
年

の
造
船
学
校
再
置
以
後
に
は

「年
少
士
族
ノ
輩

ハ
工
業

二
依
リ
テ
立
身

ノ
地
ヲ
求
ム
ル
ノ
志
望
ヲ
抱
キ
漸
次

二
變
則
學
校

二
入
學

ス
ル
モ
ノ
ア
ル
」
と
い

う
ふ
う
に
士
族
の
入
学
者
が
増
加
し
て
い
る
。
忠
之
助
の
揚
合
、
そ
の
先
駆
的
存

在
で
あ

っ
た
と
す
れ
ば
、
後
者
の
ケ
ー
ス
も
考
え
ら
れ
る
。

も

っ
と
も
、
忠
之
助
は
中
島
才
吉
の
推
薦
で
入
所
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
職
工

生
徒
で
は
な
く
て
、
や
は
り
技
術
伝
習
生
と
し
て
採
用
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
年
齢

も
明
治
三
年

の

「黌
舎
規
則
大
要
」
に
準
ず
れ
は
、
忠
之
助
は
十
分
に
資
格
が
あ

っ
た
わ
け
で
あ
る
。

富岡製糸場(現 ・片倉工業富岡工場)〔 筆者撮影〕

②

伝
習
生
々
活
を
終
え
た

忠
之
助
は
海
軍
省
十
五
等

出
仕
と
い
う
官
職
に
就

い

た
も

の

の
、

鍛
冶
、

製

鑵
、
造
船
の
仕
事
に
容
易

に
馴
染
め
ず
、
間
も
な
く

真
剣
に
転
職
を
考
え
る
よ

う
に
な

っ
た
。
だ
が
、
官

途
に
就
い
た
ば
か
り
で
、

す
ぐ
に
そ
れ
を
辞
め
る
わ

け
に
も
い
か
ず
、
忠
之
助

は
悶
々
と
し
た
目
々
を
送

っ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な

忠
之
助
を
見
て
、
ま
た
も

や
従
兄
の
中
島
才
吉
が
救

い
の
手
を
差
し
の
べ
て
く

れ
た
。

(5)
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要研 究 紀

中
島
氏
は

こ
れ
よ
り
先

き
、
横
須
賀

か
ら
転

じ
て
神
奈
川
県
庁

の
通
訳

に
な

っ
て
い
た

の
で
、
県
令
陸
奥
宗
光
と

は
親

し
く
知
り
合

っ
て

い
た
。

と
こ
ろ
が
、

こ
の
頃
陸
奥
氏

は

そ
ぜ
い
の
か
み

大
蔵
省

の
祖
税
頭

で
羽
振
り
が
よ
か

っ
た

の
で
、
中
島

氏
か
ら
陸
奥

氏
に
川
島

氏
の
事
を

話

し
、
何
と

か
使

っ
て
貰
幻
ま

い
か
と

い

っ
た
傷
当

時

の
大
蔵
省

の
範

囲
は

広

い

も

の

で
、
内
務

の

一
部
、
農
商
務

の
全
部
、
そ

の
他

の
方
ま

で
そ

の
管
轄

に
包
含

し
て

い
た
も

の
で
あ

る
。
あ
た

か
も
よ

し
、
明
治
政
府

は
上
州
富

岡
に
製

糸
場
を
建
て
、
外
国

人

(
フ

ラ

ン
ス
人
)
を
経
営
主
任

に
し
て
、

こ
の
五
年

の
初
め
に
機
械

の
運
転
を
始
め
た
ば
か
レ

の
と
こ
ろ
で
あ

っ
た
。

こ
の
製
糸
場
が
陸
奥
氏

の
管
轄

で
あ
り
、
ま
た
実
際

フ
ラ

ン
ス
語

通
訳
が

必
要
な
と
こ
ろ
か
ら
、
川
島
氏
は
陸
奥
氏

の
お
声
掛
り

で
富
岡
製
糸
場

の
通
訳
に

な

っ
た
。
し
か
し
海

軍
省

の
方

で
は
、
勝

手
に
や

め
る
の
は
宜

し
く
な

い
と

い

っ
て
、
大

ヘ

へ

蔵
省

の
方

へ
遣

っ
て
は
し
ま
わ
ず

、
仕

方
が
な

い
か
ら
た
だ
貸
す

と
い
う
名
義

に
し
、
そ

れ

で
大
蔵
省
租
税
寮
雇
と

い
う

こ
と
に
な

っ
て
、
富
岡

に
赴
任

し
た
。

こ
れ
は
明
治

五
年

の
春

だ
と

い
う
か
ら
、
製

鉄
所
に
は
真

の
暫
時

よ
り

い
な
か

っ
た
も

の
と
見
え

る
。
富
岡

の
方

は
月
給

三
十
円
。

.

(「川
島
忠

之
助
伝

」)

柳
田
泉
が
川
島
忠
之
助
か
ら
の
直
話
を
ま
と
め
た
伝
記
か
ら
海
軍
省
を
辞
め
て

富
岡
製
糸
場

の
通
訳
に
な
る
ま
で
の
経
緯
を
引
用
し
た
わ
け
だ
が
、
こ
こ
に
も
若

干
の
問
題
が
み
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
忠
之
助
が
横
須
賀
造
船
所
の
伝

習
を
終
え
た
時
期
と
富
岡
製
糸
場
に
赴
任
し
た
時
期
が
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。

ヘ

ヘ

へ

こ
の
こ
と
か
ら
い
え
ば
、
引
用
文
中

の

「製
鉄
所
に
は
真

の
暫
時
よ
り
い
な
か
っ

た
も
の
と
見
え
る
」

(傍
点
筆
者
)

と
い
う
記
述
は

「海
軍
省
に
は
…
…
」

と
訂

正
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
富
岡
製
糸
場
は
明
治
五
年
十
月
四
日
に
開
業
し
た
わ
が
国
最
初
の

官
営
製
糸
工
場
で
あ

っ
た
。
し
た
が

っ
て

「
こ
の
五
年

の
初
め
に
機
械

の
運
転
を

始
め
た
ば
か
り
」
と
い
う
記
述
は
誤

り
で
あ
り
、
忠
之
助
が
富
岡
に
赴
任
し
た
時

期
を
知
る
上
に
前
述
の
引
用
文
は
検
討
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
ぬ
も
の
を
も

っ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。

富
岡
製
糸
揚
の
記
録
に
忠
之
助
の
通
訳
と
し
て
の
足
跡
を
探
す
こ
と
が
必
要
と

な

っ
て
く
る
が
、
最
近
刊
宥
さ
れ
た

『
富
岡
製
糸
揚
誌
』
(富
岡
市
教
育
委
員
会
、

昭
和
五
十
二
年

一
月
刊
)
に
は
き
わ
め
て
わ
ず
か
で
あ
る
が
、
忠
之
助
の
名
が
出

て
い
る
。

明
治
六
年
四
月
印
刷
の

「上
州
富
岡
御
製
絲
揚
御
役
人
付
」
の
中
に
通
弁
衆

三

人
の
ひ
と
り
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
の
が
最
初

の
も
の
で
あ
る
。

通
弁
衆

中
嶋
中
之
助
、
森
澄
徳
聡
、
永
井
保
典

川
島
忠
之
助
が

「中
嶋
中
之
助
」
,と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、
中
島
才
吉

の
世
話
で
富
岡
製
糸
場
の
通
訳
に
な

つ
た
と
い
う
経
緯
を
反
映
し
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
中
島

の
名
を
用

い
た
方
が
な
に
か
と
便
利
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

忠
之
助
が
明
治
六
年
四
月
に
は
甞
田岡
に
い
た
こ
と
は
こ
の
記
録
で
明
自
で
あ
る

が
、
着
任

の
時
期
を
示
す
も
の
は
見
当
ら

な

い
。
「上
州
富
岡
御
製
絲
揚
御
役
人

付
」
が
六
年
四
月
印
刷

の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
す
く
な
く
と
も
六
年
三
丹
以

前
に
富
岡
に
着
任
し
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
加
え
て
、
富
岡
製
糸
揚
の
開

業
が
前
年
十
月
四
目
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
忠
之
助
の
富
岡
赴
任
は
明
治
五
年
十
月

か
ら
六
年
三
月
ま
で
の
問
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
推
定
が
可
能

と

な

ろ

う
。
だ
が
、
柳
田
泉
の

「川
島
忠
之
助
伝
」
で
は

「
明
治
五
年

の
春
」
と
断
定
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
場
合

「明
治
五
年
」
と
い
う
年
は
後
年
の
回
顧
談

を
基
に
し
た

記
述
で
あ
る
か
ら

一
年
位
の
誤
り
が
出
な
い
と
も
限
ら
な
い
の
で
、
六
年

の
こ
と

で
は
な
い
か
と
い
う
疑

い
が
寄
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
人
間
の
記
憶

で
は
む
し
ろ

季
節

の
方
が
強
く
刻
み
つ
け
ら
れ
が
ち
で
あ
り
、
そ
の
点

「春
」
と
い
う
季
節
に

は
信
憑
性
が
あ
た
え
ら
れ
る
。
柳
田
の
記
述
で
は
富
岡
製
糸
場
は
明
治
五
年
初
め

に
開
業
し
て
い
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
考
え
ら
れ
る
の
は
、忠
之
助
が

富
岡
製
糸
場
の
開
業
後
に
富
岡
に
赴
任
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
も

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

「
こ
の
五
年

の
初
め
に
機
械

の
運
転
を
始
め
た
ば
か
り
の
と
こ
ろ
で
あ

っ
た
」
(傍

点
筆
者
)
と
い
う
記
述
か
ら
開
業
後
そ
れ
ほ
ど
月
目
が
経
過
し
て
い
な
い
時
期
の

こ
と
と
推
定
さ
れ
る
。
富
岡
製
糸
場

の
開
業
の
時
期
が
五
年
十
月
四
目
で
あ

っ
た

へ

こ
と
を
考
慮
に
入
れ
、
春
と
い
う
季
節
を
そ
れ
に
当
て
は
め
る
と
、
忠
之
助
の
赴

任
は
明
治
六
年
春
、

つ
ま
り
同
年
三
月
頃
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な

い
だ

ろ
う

か
。忠

之
助
は
中
嶋
中
之
助
と
し
て
富
岡
製
糸
場
に
着
任
し
た
が
、
職

務

は
通

弁

(通
訳
)
で
あ

っ
た
。
忠
之
助
が
フ
ラ
ン
ス
語
の
通
訳
と
し
て
富
岡
製
糸
場
に
職

6;)



川島忠之助について(そ の 皿)

を
え
た
と
い
う
こ
ど

に
は
こ
め
製
糸
場
め
性
格
が
す
こ
ぶ
る
象
徴
的
に
示
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
の
で
、
し
ば
ら
く
富
岡
製
糸
揚
設
立
と
そ
の
背
景
を
み

て
お
き
た
い
。

安
政
六
年

の
横
浜
開
港
に
よ

っ
て
日
本
の
蚕
糸
業
の
体
制
は
生
糸
の
海
外

へ
の

輸
出
と
い
う
事
態

の
展
開
で
大
き
く

一
変
し
た
。
そ
れ
ま
で
農
家
の
副
業
的
な
養

蚕
に
基
く
小
規
模
な
製
法
で
行
な
わ
れ
て
い
た
製
糸
業
で
は
、
急
激
に
増
え
た
需

要
に
は
と
う
て
い
応
じ
き
れ
な
く
な

っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば

一
入
六
〇
年

の
横
浜
港
輸
出
品
の
開
細
を
み
る
と
、
生
糸
は
全
輸
出

品
の
六
十
五

・
六
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
を
占

め
、
五
四
〇
、
五
三
三
ド
ル
と
い
う
大
き

な
輸
出
額
で
あ
る
。

だ
が
、
目
本

の
生
糸
は
家
内
工
業
的
製
造
場
で
不
完
全
な
器
具
に
よ
り
劣
等
な

技
術
で

つ
く
り
出
さ
れ
る
た
め
に
、
輸
出
さ
れ
た
も
の
の
中
に
は
粗

悪

品

も

多

く
、
海
外
か
ら
苦
情
や
警
告
が
し
き
り
に
く
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
の
た
め
に
、

商
社
で
は
輸
出
生
糸
に
対
し
て
厳
重
な
検
査
を
課
す
な
ど
の
処
置
が
と
ら
れ
る
こ

と
に
な

っ
た
。

維
新
後
、
日
本
政
府
は
イ
ギ
リ
ス
に
輸
出
さ
れ
た
生
糸
の
中
に
は
機
械
に
か
け

ら
れ
な
い
よ
う
な
粗
悪
品
が
数
千
俵
も
出
た
と
い
う
悪
評
に
対
し
て
、
あ
れ
こ
れ

と
こ
れ
を
打
開
す
る
方
法
を
検
討
さ
せ
た
が
、
と
く
に
民
部
省
と
大
蔵
省
に
こ
の

問
題
に
つ
い
て
協
議
さ
せ
、
当
時
租
税

正
だ
っ
た
渋
沢
栄

一
に
諮
問
し
た
。

渋
沢
栄

一
は
郷
里
が
養
蚕
地

(埼
玉
県
大
里
郡
八
基
村
血
洗
島
)
だ

っ
た
こ
と

と
、
家
業
と
し
て
も
養
蚕
に
詳
し
か

っ
た
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
出
し
た
。

そ
の
間
の
事
情
は

『
富
岡
製
糸
揚
記
』

に
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

我
國
通
商
ヲ
開
キ
シ
ョ
リ
以
來
生
絲
ノ
名
海
外

二
著
レ
輸
出
第

一
ノ
要
品
タ
リ
是
ヲ
以

テ
其
價

一
時
二
騰
貴
シ
農
商
共
二
不
虞
ノ
利
ヲ
得
タ
ル
ニ
ョ
リ
狡
奸
利
ヲ
規
ル
者
漸
ク
多

ク
僞
製
贋
造
至
ラ
サ
ル
所
ナ
ク
英
國
倫
敦

二
於
テ
機
工
二
適
セ
ザ
ル
者
數
千
筐
堆
棄
ス
ル

ニ
至
ル
是
二
於
テ
聲
價
頓
二
減
シ
輸
出
ノ
數
モ
亦
漸
ク
多
カ
ラ
ス
農
商
産
ヲ
破
ル
者
比
々

ト
シ
テ
コ
レ
ア
リ

朝
廷
此
二
觀
ル
有
テ
舊
來
製
絲
ノ
方
ヲ
革
正
セ
ン
ト
欲
シ
議
ヲ
民
部
大
藏
兩
省
二
下
ス

僉
ナ
日
ク
名
師
ヲ
海
外
二
徴
シ
一
大
製
絲
場
ヲ
起
シ
絲
縷
純
精
色
澤
玲
瓏
ノ
佳
品
ヲ
製
シ

テ
コ
レ
ヲ
發
賣
セ
ハ
僞
製
贋
造
其
術
ヲ
逞
ウ
ス
ル
ヲ
得
ス
シ
テ
農
商
皆
コ
レ
ヲ
欣
羨
シ
天

下
ノ
製
絲
方
自
ラ
革
正
シ
テ

一
般
ノ
産
佳
品
ナ
ラ
サ
ル
者
ナ
キ
ニ
至
ラ
ン
然
ラ
バ
則
信
ヲ

海
外
二
取
ル
ニ
足
ツ
テ
以
テ
我
國
ヲ
富
マ
ス
ヲ
得
ン
ト

朝
廷
其
議
ヲ
可
ト
シ
乃
チ
其
事
二
從
ハ
シ
ム
實
二
明
治
三
年
春
二
月
也
是
二
於
テ
大
藏

少
輔
伊
藤
博
文
租
税
正
澁
澤
榮

一
詔
ヲ
奉
シ
テ
在
留
佛
國
人
ヂ
ブ
ス
ケ
氏
並
二
佛
商
カ
イ

セ
ナ
イ
モ
ル
氏
ヲ
介
ト
シ
嘗
テ
絲
道
二
精
粹
ナ
ル
ヲ
以
テ
著
ハ
レ
タ
ル
佛
人
ブ
リ
ユ
ナ
氏

ヲ
雇
ヒ
入
ン
事
ヲ
謀
ル
兩
氏
周
旋
會
議
數
回
夏
六
月
二
至
ツ
テ
恨
條
約
成
ル

明
治
政
府
は
富
国
の
道
は
貿
易
に
よ
る
外
貨
の
獲
得
で
あ
る
と
考
え
、
生
糸
と

蚕
種
の
輸
出
に
は
と
り
わ
け
力
を
入
れ
た
の
だ
が
、
政
府

の
方
針
が
決
定
さ
れ
る

と
、
伊
藤
博
文
大
蔵
少
輔
、
渋
沢
栄

一
租
税
正
が
中
心
に
な

っ
て
そ
の
実
現
に
努

力
し
た
。
当
時
、
東
京

・
築
地
に
居
住
し
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
人
の
ア
ル
ベ
ー
ル
・

シ
ャ
ル
ル
・
デ

ュ
・
ブ
ス
ケ

諺
ぎ
o醤

O
げ
母
δ
ω
U
o
切
o
信
ωρ
覃
o
け
(ドc。
G。『
I
Hc。
c。b。
)

に
相
談
し
、
横
浜
の
和
蘭
八
番
館
に
い
た
ガ
イ
セ
ン
ハ
イ
メ
ル

O
o
呻ωΦ
昌
ゲ
巴
§
o『

に
会
い
、
そ
の
斡
旋
で
ポ
ー
ル

・
ブ
リ

ュ
ー
ナ

℃
9
信
二
W
暑
昌
畧

を
雇
う
こ
と
、に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

洋
式
製
糸
の
方
法
を
と
り
入
れ
る
こ
と
で
目
本

の
生
糸

の
改
良
進
歩
を
計
ろ
う

と
し
、
そ
の
第

一
歩
と
し
て
当
時
左
院
御
雇
外
人
と
し
て
政
府
に
出
仕
し
て
い
た

デ

ユ
・
ブ
ス
ケ
に
相
談
し
た
結
果
、
模
範
工
場
を
日
本
政
府
が

つ
く
る
こ
と
と
な

り
、
そ
の
指
導
者
に
ブ
リ

ュ
ー
ナ
を
雇
入
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

渋
沢
栄

一
は
後
年

の
談
話
で
ブ
リ

ュ
ー
ナ
雇
入
れ
に
至
る
経
緯
を

つ
ぎ
の
よ
う

に
語

っ
て
い
る
。

明
治

三
年
頃
、
大
藏
省

で
頻
り
に
蠶
業
に
樹
し

て
…
…
改

良
を
加

へ
な
け
れ
ば

な
ら

ぬ

と
い
ふ
こ
と
が
主
と

し
て
論
ぜ
ら
れ
た

の
で
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
主
唱

し
た
の
は
大
隈

さ
ん
が
大
藏
大
輔
と

し
て
、
伊
藤
さ
ん
が
大
藏
少
輔
と
し
て
全
權
を
握

っ
て
居
ら
れ
た
の

で
あ
り
ま
す
。
そ
れ

で
生
絲

の
改
良
を
頻
り
に
論
ぜ
ら
れ
て
居
り
ま
し
た
。

そ
の
頃
前
橋

邊

り
で
速
水

堅
曹
さ

ん
と
云
ふ
人
が
養
蠶
製
絲

の
こ
と
を
論
ぜ
ら
れ
て
ゐ
ま
し
た
。
伊
藤

さ
ん
も

よ
く
外
國
人

か
ら
生
絲

の
改
良
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
云
ふ
注
意

を
受

け
、
聞

學
問

で
製
絲
改
良

の
こ
と
を
論

ぜ
ら
れ

た
が
、
し

か
し
、
大
隈
さ
ん
も
伊
藤

さ
ん
も
蠶
と

7
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い
ふ
も

の
は
少
も
知
ら
な

い
の
で
あ
り
ま
す
。
私

は
多
少

知

っ
て
居

り
ま
し
た
の
で
…

…

(中
略
)
…
…
概
括
的
な
御
話
を
し
、
生
絲

の
改
良

と

い
ふ
こ
と
は
却

々
難

し
い
。
費
用

も
餘
程
要

る
し
、
辛

棒
も
要
る
と
思
ふ
が
、
や

っ
た
方
が

よ
ろ
し
い
と
思

ふ
。

し
か
し
吾

々
に
は

一
寸
案

が
立
た
な

い
。
和
蘭

入
番

の
カ
イ
セ

ル

ハ
イ
メ
ル
と

い
ふ
人

に
相
談
し

て

見

る
と

「
今

の
や
う
な

こ
と
で
は
歐
羅

巴
に
行

っ
て
縱
絲

に
な
ら
な
い
。

そ
れ
を
直
す

に

は
政
府

で
模
範

工
場
を
造

っ
て
、
世
間

を
之
に
傚

は
せ
る
よ
う

に
す

れ
ば

よ
い
。
そ
れ
に

は
絲

の
扱

ひ
を
知

っ
て

ゐ
る
も

の
が
居

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、

目
本

に
は
居

な
い
か
ら
私

の
知

っ
て
い
る
佛
人
ブ
リ

ュ
ー
ナ
ー
と

い
ふ
人
が
あ
る
か
ら
其

人
を
傭

っ
て
や
ら
な
け
れ

ば

な
ら

ぬ
」
と

い
ふ

の
で
、
愈

々
之
を
實
行
し
て
ブ

リ

ュ
ー
ナ
ー
を
雇

入
れ
地
所

の
撰
定

を

な
さ

し
め
武
州
信
州
上
州
岩
代

の
地
方
を
調
べ
富
岡
に
決
定
さ
れ
た
…
…
。

ブ
リ

ュ
ー
ナ
の
儷
傭
の
仮
契
約
は
明
治
三
年
六
月
の
こ
と
で
あ
る
が
、
ブ
リ

ュ

ー
ナ
は
た
だ
ち
に
八
項
目
に
わ
た
る
見
込
書
を
提
出
し
た
。
そ
こ
に
は

「歐
邏
巴

ノ
方
法
ヲ
用
ヒ
繰
絲
機
械
ヲ
目
本

二
取
建
ル
時

ハ
左

二
擧

ル
ノ
利
盆

ヲ
起

ス
事
必

定
ナ
リ
」
と
詳
細
に
機
械
製
糸
の
利
点
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

政
府
は
ブ
リ

ュ
ー
ナ
の
見
込
書
通
り
に
工
揚
設
立
の
適
地
や
選
定
に
当
ら
せ
る

こ
と
に
し
て
、
松
井
清
蔭
を
案
内
人
と
し
て
武
蔵
、
上
野
、
信
濃
な
ど
の
諸
地
方

の
調
査
に
着
手
し
た
。
ブ
リ
ュ
ー
ナ

一
行
は
仮
契
約
直
後
に
追
分
、
松
井
田
、
富

岡
、
下
仁
田
、
吉
井
、
秩
父
と
ま
わ
り
、
七
月
に
は
そ
の
巡
視
を
終
え
て
い
る
。

こ
の
巡
視
は
必
ら
ず
し
も
順
調
に
運
ば
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
同
年
三
月
、
前
橋
藩

が
ス
イ
ス
人
製
糸
技
師
カ
ス
パ
ル

・
ミ

ュ
レ
ー
ル

O
餌
ωb
錠

]≦
巳
寄
同
を
四
カ
月

契
約
で
招
聘
し
て
イ
タ
リ
ヤ
式
機
械
製
糸
を
移
入
し
た
と
こ
ろ
、
工
揚
設
置

の
揚

所

の
不
便
さ
と
外
人
招
聘
に
対
す
る
非
難
と
で
さ
ま
ざ
ま
に
と
り
ざ
た
さ
れ
て
い

た
よ
う
な
状
況
に
お
け
る
巡
視
だ

っ
た
か
ら
で
あ

っ
た
。

ブ
リ

ュ
ー
ナ
は
監
督
権
正
の
松
井
清
蔭
や
尾
高
惇
忠
な
ど
と
各
地
を
巡
視
し
た

じ
よ
う

末
に
、
工
揚
建
設
地
と
し
て
上
野
国
甘
楽
郡
富
岡
町
字
城
町
の

一
画

を

選

定

し

た
。
そ
こ
は
旧
幕
府
時
代

の
地
頭

の
恒
岡
氏
の
所
領
で
あ

っ
て
、
当
時
は
上
町
問

屋
名
主
役
の
松
浦
家
と
中
町
問
屋
名

主
役

の
高
橋
家
が
預
り
地
と
し
て
い
た
土
地

で
、
〈陣
屋
跡
〉

と
よ
ば
れ
て
い
た
五
町
二
反
六
歩
の
敷
地
で
あ
り
、

買
上
金
は

千
二
百
十
円
で
あ

っ
た
。
も

っ
と
も
、
敷
地
買
収
に
は
、
地
な
ら
し
終
了
後
の
明

治
三
年
十
月
、
尾
高
惇
忠
が
再
度
富
岡
に
赴

い
て
そ
の
交
渉
に
当

っ
た
。

明
治
三
年
閏
十
月
七
目

(
一
入
七
〇
年
十

一
月
二
十
九
日
)、

ブ
リ

ュ
ー
ナ
は

東
京
で
正
式

の
契
約
、
條
約
書
に
調
印
し
た
が
、
目
本
政
府
か
ら
は
大
木
民
部
大

輔
、
吉
井
民
部
少
輔
が
代
表
と
し
て
調
印
し
て
い
る
。
全
二
十

一
条
に
お
よ
ぶ
条

約
書
に
は
、
当
時
地
方
行
政

の
所
管
省
で
あ

っ
た
民
部
省
の
主
管
下
に
富
岡
製
糸

場
が
設
立
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
事
実
が
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
契
約

の
目
、
製
糸
場

の
建
設
事
務

の
主
任
と
し
て
、
民
部
権
大
丞
玉
乃
正

履
、
地
理
兼
駅
逓
權
正
杉
浦
譲
、
庶
務
少
佑
尾
高
惇
忠
、
大
藏
少
丞
渋
沢
栄

一
、

監
督
正
中
村
祐
興
が
任
命
さ
れ
た
。
民
部
省
が
主
管
す
る
が
、
大
藏
省
が
こ
れ
に

協
力
す
る
と
い
う
体
制
が

こ
こ
に
整
え
ら
れ
た
。

ブ
リ

ュ
ー
ナ
と
の
条
約
書

の
前
文
は

「此
繰
絲
場
ヲ
取
建

ル
事
ヲ
ブ
リ
ュ
ナ
氏

二
命

ス
」
と
い
う
文
章
で
始
ま

っ
て
い
る
が
、
ブ
リ

ュ
ー
ナ
は
た
だ
ち
に
富
岡
に

出
発
し
、
き
わ
め
て
精
力
的
に
活
動
を
開
始
し
た
。

十
三
目
杉
浦
權

正
尾
高
少
佑
ブ

リ

ュ
ナ
氏

ト
倶

二
東
京

ヲ
發

シ
富
岡

二
到
リ
村

ノ
西
南

城

ト
字

ナ

ス
ル
處

ヲ
相

シ
土

人
ヲ
諭

シ
テ
皈

ル
乃

チ
土
木
構
造

ノ
意
匠

ヲ
ブ
リ

ュ
ナ
氏

二

嘱
シ
テ
佛

人
バ

ス
チ
ャ
ン
ト
云
建
築

工
ヲ
雇

ヒ
其
圖

ヲ
作
ラ

シ
ム
官
員
臨
判
十

二
月

二
十

六
日

ヲ
以
テ
圖
成

ル

(
「富
岡
製
絲
場
記
」
)

ブ
リ

ュ
ー
ナ
は
ま
ず
土
木
構
造
建
築
の
意
匠
、

つ
ま
り
設
計
図
の
作
成
を
横
須

賀
製
鐵
所
の
建
築
技
師

エ
ド
モ
ン

・
オ
ー
ギ

ュ
ス
ト

・
バ

ス
チ
ャ
ン

国
α
ヨ
o
巳

諺
二
σq
o
馨
Φ
切
僧
瓮
窪

に
依
頼
し
た
。
バ

ス
チ
ャ
ン
は
慶
応
元
年
十
二
月
三
日
付
で

シ
ェ
ー
ル
ブ
ー
ル
造
船
所
か
ら
横
須
賀
製
鐵
所
に
船
工
兼
製
図
職
と
し
て
雇

い
入

れ
ら
れ
、
翌
二
年

一
月
に
来
目
し
た
技
師

で
、
初
任
給
七
十
五
ド

ル
で
あ

っ
た
。

ブ
リ
ュ
ー
ナ
は
バ
ス
チ
ャ
ン
を
富
岡
か
ら
東
京
に
戻

っ
て
す
ぐ
に
富
岡
製
糸
揚

に
雇

っ
て
い
る
。
そ
れ
は
明
治
三
年
十

一
月
六
日
以
後

の
こ
と
で
あ
る
。

だ
が
、
依
頼
を
受
け
た
バ
ス
チ
ャ
ン
は
設
計
図
を
十
二
月
二
十
六
日
に
は
完
成

し
て
し
ま

っ
て
い
る
。
五
十
目
問
程
で
設
計
図
が
作
成
を
み
た
こ
と
に
な
る
。

こ

れ
に
対
し
て
あ
ま
り
に
も
短
期
間
に
設
計
図
が
作
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
疑
問
が

投
げ
か
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
富
岡
製
糸
揚
の
建
築
が
横
須
賀
製
鐵
所
の
建
築

様
式
に
負
う
て
い
て
、
木
骨
煉
瓦
の
カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル
構
造

で
あ
り
、
製
鐵
所

の
鋳
物
建
地
割
図
が
製
糸
揚
に
酷
似
し
て
い
る
こ
と
で
、
設
計
図
の
完
成
が
早
く

(s>
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で
き
え
た
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。

ブ
リ
ュ
ー
ナ
が
バ

ス
チ
ャ
ン
に
設
計
図
を
作
成
さ
せ
て
い
る
問
に
、
目
本
政
府

も
三
年
十
二
月
四
日
に
は

「岩
鼻
縣
内

上
州
富
岡

二
製
絲
場

ヲ
設
ク
」
と
い
う
達

書
を
出
し
て
、
安
中
、
小
幡
、
七
日
市

な
ど
富
岡
近
隣

の
各
地
に
協
力
を
求
め
た

り
、
同
月
二
十
四
日
に
は
太
政
官
達

と
し
て

「富
岡
製
絲
場
諸
入
費
別
紙
ノ
通
リ

民
部
省
製
絲
揚
掛

へ
順
次

二
相
渡
ベ
キ
事
」
な
る
達
書
が
大
蔵
省
に
出
さ
れ
て
、

製
糸
場
設
立
に
必
要
な

全
経
費
が
あ
げ
ら
れ
て

い
る
よ
う
に
、
製
糸
場

建
設

の
具
体
的
な
手
続

き
を
着
実
に
進
行
さ
せ

て
い
た
。

「製
絲
場
諸
費
ヲ
額

定

ス
」
と
し
て
三
年
十

二
月
九
日
に
大
蔵
省
に

達
せ
ら
れ
た

「製
絲
場

諸
入
費
高
」
の
冒
頭
に

は
、

一

御
雇
佛
人
ブ
リ

ユ
ナ
給
料

但

一
ケ
月
六

百
弗
宛
閏
十

月
ヨ
リ

一

同
人
航
海
往
來

船
賃但

凡
壹
千
五

百
弗

フランス人技師 と工女(r富 岡製糸場』誌 よ り)

 

と
記
さ
れ
て
い
て
、
ブ
リ

ュ
ー
ナ
の
給
料
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
ブ
リ
ュ
ー
ナ

は
条
約
書
に
基
い
て
、
製
糸
揚
設
立
に
必
要
な
器
材
の
購
入
の
た
め
に

一
時
フ
ラ

ン
ス
に
帰
国
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
の
で
、往
復
の
船
賃
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

明
治
四
年

一
月
十
五
日
、
ブ
リ

ュ
ー
ナ
は
帰
国
の
途
に
就
い
た
。
そ
れ
ま
で
に

富
岡
で
日
本

の
工
女
に
伝
統
的
な
方
法
に
よ

っ
て
生
糸
を

つ
く
ら
せ
て
観
察
し
て

い
た
ブ
リ

ュ
ー
ナ
は
、
あ
く
ま
で
も
伝
統
的
技
法
に
そ
う
よ
う
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
式

技
術
を
導
入
し
よ
う
と
考
え
て
帰
国
し
た
の
で
あ

っ
た
。
ブ
リ

ュ
ー
ナ
の
帰
国

の

目
的
は
、
条
約
書
記
載
の
通
り
に
製
糸
機
械
の
購
入
の
た
め
で
あ

っ
た
が
、
同
時

に
技
師
と
工
女
を
雇
入
れ
る
こ
と
も
重
要
な
任
務
だ

っ
た
。
新
式

の
機

械

を

購

い
、
技
師
三
名
と
工
女
を
引
き

つ
れ
て
、
ブ
リ

ュ
ー
ナ
は

一
年
後

の
明
治
五
年
二

月
に
日
本
に
戻

っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
ブ
リ

ュ
ー
ナ
が
連
れ
て
き
た
技
師
と
工
女
は
ブ
リ

ュ
ー
ナ
と
和
蘭

入
番
館
の
ヘ
ク
ト

・
リ
リ
ア
ン
タ
ル
商
会

自
①
9
什
い
凶犀
①
昌
停
巴

帥

O
ρ
と
の
契

約
に
ょ
る
も
の
で
、
目
本
政
府
は
関
係
し
て
い
な
い
。
い
ず
れ
も
リ
ヨ
ン
が
契
約

地
で
あ
り
、
雇
用
期
間
は

一
八
七
二
年

一
月

一
目
か
ら

一
八
七
五
年
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
で
あ
る
。

技
師
と
し
て
は
検
査
役
ペ
ラ
ン

冒
ω江
①
ロ

℃
①巳

戸

プ
ラ

i
、
機
械
方

レ
ス
コ
ー
、
工
女
と
し
て
は
マ
リ

・
シ
ャ
レ
ー
、
ウ
ィ

ル

フ

ォ

ー

ル
・
ク
ロ
ラ
ン
ト
、

ル
イ
ズ

・
モ
ニ
エ
い
o巳
ωΦ
]≦
o
づ
巳
奠
、

ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ

ー
ヌ

・
ヴ

ァ
ラ
ン

≧

①×
餌
づ
脅
ぼ
①
<
巴
ぎ

で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
技
師

・
工
女

と
も
契
約
期
限
を
満
了
す
る
こ
と
な
く
富
岡
の
地
を
去

っ
て
い
る
。

さ
て
、
大
蔵
省
は
、
ブ
リ

ュ
ー
ナ
が
フ
ラ
ン
ス
人
技
師

・
工
女
を
引
率
し
て
き

た
の
で
、
二
月
中
に
各
府
県

へ
工
女
の
募
集
勧
告
を
発
し
た
が
、
応
募
者
が
き
わ

め
て
少
な
か
っ
た
た
め
、改
め
て
外
人

へ
の
流
言
蜚
語
を
否
定
し
て
、応
募
促
進
の

諭
告
書
を
出
し
た
。
富
岡
製
糸
場
設
立
の
主
任
者
で
あ

っ
た
尾
高
惇
忠
は
、
異
人

が
日
本
の
若

い
工
女
の
生
血
を
し
ぼ

っ
て
吸
う
と
い
う
ふ
う
な
噂
を
否
定
す
る
た

め
に
、
郷
里
か
ら
長
女
ゆ
う

(十
三
歳
)
を
第

一
番
の
工
女
に
採
用
す
る
た
め
に

呼
び
寄
せ
た
り
し
て
、
工
女
募
集
を
促
進
さ
せ
た
。
尾
高
は
ブ
リ

ュ
ー
ナ
夫
妻
の

た
め
に
旧
本
陣

の
松
浦
家
に
頼
ん
で
宿
舎
建
設
ま
で
置
家
に
宿
泊
さ
せ
る
な
ど
、

日
本
人
か
ら
フ
ラ
ン
ス
人
た
ち
に
対
す
る
偏
見
を
取
り
去
り
、
親
し
み
を
抱
か
せ

る
努
力
を
重
ね
た
。

明
治
五
年
七
月
に
は
工
場
建
築
と
繰
糸
に
必
要
な
設
備
も
ほ
ぼ
完
成
し
て
、
原

料
繭
も
す
で
に
購
入
さ
れ
て
、
あ
と
は
操
業
開
始
を
待

っ
ば
か
り
に
な

っ
た
。
工

(9)
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女
も
尾
高
た
ち
の
努
力
で
着

々
と
集

ま
り
、
八
月
に
は
,「
工
女
差
出

高

願

者

之

控
」
も
作
成
さ
れ
、
工
女
た
ち
に
は

フ
ラ
ン
ス
人
工
女
四
人
が
指
導
に
当
り
、
開

業
の
準
備
が
よ
う
や
く
整
い
、
同
年

十
月
四
日
、

つ
い
に
開
業

の
汽
笛
第

一
声
が

高
ら
か
に
鳴

っ
た
の
だ

っ
た
。

ブ
リ
ュ
ー
ナ
は
製
糸
揚
首
長
と
し
て
製
糸
揚
を
統
轄
し
、
首
長
館
に
妻
子
と
従

者

一
名
と
と
も
に
居
住
し
た
。
月
給
六
百
ド
ル
の
ほ
か
に
賄
料
百
五
十
円
が
支
給

さ
れ
た
。
こ
れ
は
医
師

マ
イ
エ
髯
鋤
竃
o
け
が
月
給
二
百
二
十
五
ド

ル
で
、
ブ
リ

ュ

ー
ナ
に
つ
ぐ
高
額
の
給
料
を
え
て
い
た
こ
と
か
ら
み
て
も
、
い
か
に
高
給
で
あ

9

た
か
が
わ
か
ろ
う
。

・

日
本
人
の
工
女
の
場
合
、

一
等
工
女
で
年
二
十
五
円
、
二
等
工
女
十
入
円
、
三

等
工
女
十
二
円
、
等
外
の
工
女
九
円
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
フ
ラ
ン
ス
人
工

女
の
月
給
は
ク
ロ
ラ
ン
ト
八
十
ド

ル
、
モ
ニ
エ
六
十
五
ド
ル
、
残
り
二
人
が
最
低

の
五
十
ド
ル
で
あ

っ
た
。
ち
な
み
に
当
時

一
ド

ル
が

一
円
で
あ
っ
た
。

川
島
忠
之
助
は

「
川
島
忠
之
助
伝

」
に
よ
る
と
、
通
訳
と
し
て
の
月
給
は
三
十

円
で
あ

っ
た
と
い
う
。

最
初
フ
ラ
ン
ス
人
の
工
女
に
よ

っ
て
目
本
人
の
工
女
に
技
術
伝
習

が

行

な

わ

れ
、
フ
ラ
ン
ス
人
工
女
直
伝
の

一
等
工
女
が
さ
ら
に
目
本
人
に
技
術
を
教
え
て
い

っ
た
が
、
そ
れ
な
り
の
成
果
を
あ
げ

る
よ
う
に
な
る
と
、
明
治
六
年

一
月
、
掲
子

伝
習
生
の
募
集
が
行
な
わ
れ
、
十
二
名
が
入

っ
た
。
こ
う
し
て
富
岡
製
糸
場
は
溌

展
の
途
に
つ
い
て
い

っ
た
溺
、
こ
こ
で
産
出
さ
れ
た
生
糸
は
和
蘭
入
番
館
を
経

て

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
輸
出
さ
れ
た
が
、
そ
の
評
判
は
高
か
っ
た
。
明
治
六
年
の
ウ
ィ
ー

ン
万
国
博
覧
会
で
は
、
目
本
政
府
設
立
の
勧
工
寮
赤
坂
葵
坂
の
製
糸
場
の
生
糸
と

と
も
に
第

二
等
進
歩
賞
脾
を
受
賞
し
て
、
T
O
M
1
0
K
A

.
S
I
L
K
の
名
を

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
市
場
に
轟
か
せ
た
。

目
本
側
の
責
任
者
で
あ
り
、
富
岡
製
糸
場

の
所
長
で
あ

っ
た
尾
高
惇
忠
は
、
富

岡
製
糸
揚
産
生
糸
の
海
外
で
の
評
判
を

一
層
高
め
る
た
め
に
、
明
治
八
年
十
二
月

三
十

一
日
で
契
約
任
期
の
切
れ
る
ブ
リ

ュ
ー
ナ
を
再
契
約
し
よ
う
と
す
る
政
府
筋

の
意
向
に
反
対
し
て
、
こ
れ
か
ら
は
目
本
人
に
よ
っ
て
製
糸
揚
を
運
営
す
る
こ
と

を
強
く
主
張
し
て
、
ブ
リ

ュ
ー
ナ
を
解
雇
し
た
。
尾
高
は
す
で
に
ブ
リ
ュ
ー
ナ
の

指
導

で
、
直
接
間
接
に
技
術

の
要
領

を
修
め
た
し
、
五
年
間
に
ひ
と
か
ど
の
技
術

者
な
い
し
経
営
者
と
し
て
の
自
信
を

つ
け
て
い
た
の
で
あ
る
。

ブ
リ

ュ
ー
ナ
は
契
約
満
期
の
目
ま
で
富
岡
製
糸
揚
に
お
い
て
首
長
と
し
て
の
債

務
を
果
し
た
が
、
前
述

の
よ
う
に
フ
ラ
ン
ス
人
技
師

・
工
女
は
す
で
に
や
め
て
し

ま
い
、
任
期
を
み
た
し
た
の
は
結
局
ブ
リ

ュ
ー
ナ
ひ
と
り
で
あ

っ
た
。
退
職
年
月

は
左
の
通
り
で
あ
る
。

銅
工

レ
ス
コ
ー

明
治

五
年

十

一
月
三

十

六
日

検
査
人

ペ
ラ

ン

明
治

六
年

十

一
月

一
日

検
査
人
プ
ラ
ー

明
治
六
年
十

一
月

一
日

器
械

工
シ
ヤ
ト

ロ
ン

明
治
六
年

十

一
月

二
十
日

工
女

シ
ャ

レ
ー

明
治

六
年
十

一
月

二
十
三
目

工
女

ウ
ィ

ル
フ
ォ
ー
ル

明
治

七
年

三
月
十

一
日

工
女

モ
ニ
エ

明
治

七
年

三
月
十

一
日

工
女
ヴ

ァ
ラ

ン

明
治

七
年

三
月
十

一
目

医
師

マ
イ

エ

明
治

七
年

五
月
十

七
日

工
女
四
名
の
う
ち
三
名
ま
で
が
病
気
に
よ
る
帰
国
で
あ
り
、
プ
ラ
ー
、
ペ
ラ
ン

の
二
人
の
技
師
は
契
約
違
反
に
よ
る
放
還
の
処
置
を
受
け
て
い
る
。
も

っ
と
も
、

ブ
リ

ュ
ー
ナ
の
場
合
は
製
糸
場
経
営
の
合
理
化
の
犠
牲
と
も
い
え
る
の
で
、
人
格

的
な
問
題
に
原
因
が
あ

っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

ブ
リ

ュ
ー
ナ
は
明
治
九
年
初
頭
の
あ
る
日
、
異
国
の
地
に
創
設
し
た
近
代
的
な

製
糸
場

へ
の
愛
着
を
深
く
覚
え
な
が
ら
富
岡
の
地
を
去
り
、
帰
国
の
途

に

つ
い

た
。
帰
国
後
の
ブ
リ

ュ
ー
ナ
の
消
息
は
し
ば
ら
く
の
間
は
不
明
で
あ
る
が
、
明
治

十
七
年
、
上
海
の
ア
メ
リ
カ
人
ラ
ス
セ
ル
商
会
の
招
聘
で
中
国
に
渡
り
、
生
糸
購

買
と
六
百
六
十
釜
の
イ
タ
リ
ヤ
式
製
糸
工
場
、
さ
ら
に
は
八
百
人
繰
の
大
工
揚
で

あ
る
宝
昌
糸
廠
の
建
設
に
携

っ
た
時
点
で
あ
か
る
み
に
出
て
く
る
。
同
二
十
三
年

ラ
ス
セ
ル
商
会
が
破
産
す
る
と
、
ブ
リ

ュ
ー
ナ
は
み
ず
か
ら
製
糸
場
経
営
に
当

っ

た
が
、
製
糸
場
の
競
争
が
激
し
く
な
る
と
、
こ
れ
を
中
国
人
に
譲
り
、
あ
と
は
ヨ

ー

ロ
ッ
パ
の
生
糸
の
仲
買
商
に
専
念
し
て
蓄
財
に
は
げ
み
、
老
後
を
祖
国
で
送
る

た
め
に
帰
国
す
る
こ
と
に
な

っ
た
と
き
、
そ
の
途
中
家
族
と
と
も
に
、
ふ
た
た
び

日
本
を
訪
れ
た
。
明
治
三
十
九
年
九
月
の
こ
と
で
、
ブ
リ
ュ
ー
ナ
は
、
そ
の
折
に

io>
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川 島忠之助 について(そ の皿)

富
岡
製
糸
揚
を
訪
問
し
て
い
る
。

こ
の
と
き
ブ
リ

ュ
ー
ナ
は
、
大
日
本
蠶
絲
會
か
ら
表
彰
文
と
と
も
に
名
誉
金
賞

牌
を
贈
ら
れ
て
い
る
。

佛
國
ド

ロ
ー

ム
縣

ポ
ー

ル
、
ブ

リ

ュ
ー
ナ

内
國
産
業
開
發

ノ
爲

メ
、
洋
式

ノ

一
大
模
範
製
絲
揚
建
設
ノ
議

ア

ル
ニ
際

シ
我
政
府

二

招
聘

セ
ラ

レ
明
治
三
年
上
、
武

兩
州

ヲ
巡
覗
シ
恰
當

ノ
地

ヲ
上
州
富
岡

二
相

シ
テ
茲

一二

大
製
絲
場

ヲ
建
設

シ
器
械
購

入
ノ
使
命

ヲ
帯

ヒ
テ
佛
國

二
渡
航

シ
技
師
及

ヒ
工
女

ヲ
引
率

シ
來
リ
テ
洋

式
製
絲

ノ
模
範

ヲ
示
シ
タ
リ
。

而
テ
小
粹
再
繰
式

ヲ
採
用

シ
テ
絲
縷

ノ
膠
着

ヲ
防

キ
シ
如

キ

ハ
實

二
濕

氣
ノ
過
度

ナ
ル
本
邦

ノ
氣
候

二
適
合

シ
タ
ル
卓
見

ニ
シ
テ
爾
後

幾
多

ノ
製
絲
勃
興

ス
ル
モ
皆
範

ヲ
此

ノ
式

二
則

ル

ニ
至

ル
精
勵
五
ケ
年

我
製

絲
勃

興
ノ
端

緒

ヲ
開

キ
タ
ル
ノ
勞
効
洵

二
顯
著
ナ

ル
仍
チ
本
會
功
績

表
彰
規
則

ニ
ョ
リ
金
賞
牌

ヲ
贈

與

シ
以

テ
功
績

ヲ
表
彰

ス

明
治

四
十
年

一
月
三

十
七
目

大
日
本

蠶
絲
會

總
裁
大
勲
位
功

二
級

貞
愛
親

王

ブ

リ

ュ
ー

ナ

は

、

す

で

に
官

営

時

代

を

去

っ
て
民

営

企

業

に
委

ね

ら

れ
、

三
井

を

経

て

原

合
名

会
社

に

と

移
管

さ

れ

た
富

岡

製

糸

揚

の
発

展

ぶ

り

に
今

昔

の
感

に

堪

え

ざ

る

ご

と

く

俯

仰

徘

徊

し

て
、
容

易

に

去

り

が

た

か

っ
た

と
伝

え

ら

れ

て

い

る

。
若

き

目

の
思

い
出

に

ひ

た

っ
た

の

ち
、

ふ

た

た

び
故

国

フ

ラ

ン

ス
に
帰

っ
た

ブ

リ

ュ
ー

ナ

の
消

息

に

つ

い
て

は

な

に

ひ

と

つ
わ

か

ら
な

い
が

、

明

治

四
十

一
年

(
一
九
〇

入
)

に
他

界

し

た
も

の
と

み

ら

れ

る
。

と

こ

ろ

で
、

ブ

リ

ュ
ー

ナ

は
日

本

の
記

録

で
は

そ

の
出

生

地

が

「
ブ

ル
ク

ト
プ

ー
ヂ

」

と

記

さ

れ

て

い

た

の

で
、

長

い
間

正
確

な

出
身

地

が

不

明

で
あ

っ
た

が
、

N

H

K
特

別

取

材

班

が

昭

和

四
十

三
年

に

『
ド

キ

ュ
メ

ン
タ

リ

明
治

百

年

』

の

一
環

と

し

て
ブ

リ

ュ
ー

ナ

の
功

績

を

と

り

あ
げ

て

フ
ラ

ン

ス
取

材

旅

行

を

企

て

た

と

き

、

日
本

蚕

糸
事

業

団

リ

ヨ

ン
出

張

所

長

伊

藤

芳

樹

の
尽

力

で

「
ブ

ル

ク

ト
プ

ー

ヂ

」

と

は

プ

ー

ル

・
ド

・
ペ

ア
ー

ジ

ュ

しU
O
霞

αq
ム

o
l
℃
$

oq
①

で
あ

る

こ
と

が

判

明

し

た
。

南

フ
ラ

ン

ス

の
ヴ

ァ
ラ

ン

ス

く
巴
①
昌
o
①

か

ら

二
十

キ

ロ
程

離

れ

た

イ
ゼ

ー

ル
河

畔

の
小

邑

で
あ

る
。

フ
ラ

ン
ソ

ワ

・
ポ

ー

ル

・
ブ

リ

ュ
ー

ナ

国
冨

需

o
μω
剛
9
三

しd
饕

ロ
讐

は

一
入

四

Pル ・ブ リュー ナ生 誕 戸 籍(プ ー ル ・ド ・ペ ア ー ジ ュ役 場 蔵)

○
年

六

月

三

十

日
午

前

入
時

に
、

父
親

フ
ラ

ン

ソ

ワ

ーー

ユ
リ

ス

・
ブ

リ

ュ

ー

ナ

司
簽

昌
8

圃甲

d
ぐ
◎自
ω
o

しd
三

昌
讐

(
一

八

〇

四
年

三

月

十

入

日

生

)

と

母
親

マ
リ

u
ジ

ヤ

ン

ヌ

・
ヴ

ィ

ル
ジ

ニ

ー

・

テ

イ

セ

ー

ル

]≦
餌
円
凶⑦
山
Φ
9
ロ
昌
①

<
貯
αq
馘
凶Φ

日
巴
ω
ω
㊦
牌
①

(当

時

二
十

八
歳

)

の

次

男

と

し

て

生

ま

れ

た
。

十

九

歳

な

い
し

二

十

歳

で

リ

ヨ

ン

に

出

て
、

ブ

リ

ュ
ー

ナ

は
絹

糸

問

屋

に
勤

め
た

。

一

入

六
九

年

、

生

糸

と

絹

織

物

に
関

す

る
知

識

と

技

術

が

評

価

さ

れ

て
、

彼

は

リ

ョ

ン

の
東

洋

生

糸
輸

入
商

会

を
通

じ

て
横

浜

の
和

蘭

八

番

館

の
生

糸
検

査

技
師

と

し

て
来

目

し

た

が
、

来

日

の

正
確

な

月

目

は

わ

か

ら

な

い
。

ブ

リ

ュ
ー

ナ

の
来

日
以

前

の
経

歴

そ

の
他

は

こ

の
程

度

し

か
あ

き

ら

か

で
な

い
。

プ

ー

ル

・
ド

・
ペ

ア

ー
ジ

ュ
の
生

家

に
し

て
も

、

一
九

六

八

年

六

月

七

日

付

『
ル

・
ド

ー

フ
ィ
ネ

・
リ

ベ

レ
』

い
Φ

U
鋤
¢
b
げ
貯
Φ

こ

び
曾
ひ

紙

に

よ

る

と
、

現

在

の

ア

ン
ト

ナ

ン

ーー
ヴ

ァ

ロ

ン
通

り

閑
二
〇

諺
昌
8
巳
口
1
<
巴
δ
昌

と

呼

ば

れ

て

い

る

ロ
ア

イ

ヨ
ネ

通

り

図
信
⑦

島
o

幻
o
団
o
口
口
巴
ω

に

あ

っ
た

よ

う

で
あ

る

が
、

昨

年

訪

れ

た
プ

ー

ル

・
ド

・
ペ

ア

ー
ジ

ュ
の
役

揚

の

ジ

ョ
ゼ

フ

・
マ

ド

レ

臼
o
ω
Φ
b
げ

ζ

β。
自
o
は

は
生

家

の
所

在

地

に

つ
い

て

は
確

認

し

が

た

い
と

言

明

し

て

い
る
。

伊

藤

芳

樹

の
話

で

は

、

地

元
紙

に
協

力

を
要

請

し

て
ブ

リ

ュ
ー

ナ

と

そ

の
引

率

11
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し
て
来
日
し
た
技
師

・
工
女
た
ち
の
子
孫
た
ち
に
対
す
る
呼
び
か
け
を
し
た
と
こ

ろ
、
な
に
ひ
と

つ
情
報
が
寄
せ
ら
れ
な
か

っ
た
の
で
、
そ
の
面
で
の
追
跡
調
査
は

難
行
し
い
て
る
と
い
う
。

川
島
忠
之
助
は
ブ
リ

ュ
ー
ナ
が
首
長
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
富
岡
製
糸
場
に
、

お
そ
ら
く
は
六
年
二
月
な
い
し
三
月
に
通
訳
の
任
務
を
帯
び
て
赴
任
し
た
の
で
あ

る
。
前
述
し
た
よ
う
に
中
嶋
中
之
助

と
姓
名
が
改
め
ら
れ
て
い
る
が
、
記
録
の
上

で
は
き
わ
め
て
少
な
い
け
れ
ど
、
そ

の
働
き
を
し
の
ば
せ
る
も
の
が
若
干
残
さ
れ

て
い
る
。

忠
之
助
は
フ
ラ
ン
ス
人
の
話
を
通

訳
す
る
と
い
う
ふ
う
な
単
純
な
通
弁
の
任
務

も
あ
た
え
ら
れ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
も

っ
と
重
要
な
仕
事
と
し
て
翻
訳
も
ま

た
任
務
の

一
っ
で
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ブ
リ
ュ
ー
ナ
が
勧
業
寮
に

提
出
し
た

一
八
七
四
年
三
月
二
十
入
日
付
の
書
類
を
中
嶋
中
之
助
の
名
で
訳
し
て

い
る
が
、
そ
の
一
例
で
あ
ろ
う
。

千
入
百
七
十
三
年
二
月
八
目
二
富
岡
製
絲
場
ノ
仕
拂
ニ
テ
器
物
ヲ
歐
羅
巴
へ
注
文
致
シ

候
其
手
績
等
閣
下
へ
辯
解
可
仕
旨
尾
高
君
ヨ
リ
御
談
有
之
委
細
承
知
仕
候
右
者
千
八
百
七

十
三
年

一
月
中
租
税
頭
陸
奥
公
御
出
張
之
節
本
場
器
械
豫
備
品
模
樣
替
品
及
ヒ
雜
具
其
他

諸
品
最
初
ノ
積
書
二
無
之
分
等
御
買
上
緊
用
之
段
同
公
へ
御
談
申
上
候
處
事
儀
御
了
解
ニ

テ
無
遲
延
右
品
歐
羅
巴
へ
注
文
可
致
旨
御
許
可
有
之
候
ニ
ョ
リ
テ
同
年
二
月
入
日
尾
高
君

へ
巨
細
取
調

一
々
可
成
丈
適
當
之
概
價
ヲ
記
シ
書
面
差
出
テ
同
時
二
注
文
仕
候
當
時
右
注

文
之
儀
二
付
何
タ
ル
御
心
付
モ
無
之

二
付
別
段
正
院
之
許
可
ヲ
要
ス
ル
等
ノ
邊

ハ
一
向
不

存
唯
製
絲
揚
二
關
ス
ル
諸
入
用
ハ
租
税
頭
殿
ノ
許
可
而
己
ニ
テ
事
濟
候
事
ト
存
居
候
然
ル

處
凡

一
ケ
月
程
後
惣
而
出
銀
ヲ
要
ス
ル
節
ハ
必
ス
正
院
ノ
許
可
ヲ
得
テ
後
二
非
レ
ハ
取
扱

ベ
カ
ラ
ザ
ル
申
尾
高
君
ヨ
リ
御
談
有
之
候
得
土
ハ此
ハ
全
ク
向
後
ノ
注
文
心
得
ノ
爲
ニ
テ
既

往
ノ
事
ニ
ハ
關
係
更
二
無
之
事
ト
存
居
候
若
貴
省
二
於
テ
注
文
差
留
ノ
御
意
ニ
テ
其
旨
御

談
有
之
候
ハ
・
速
二
其
段
電
信
ヲ
以
テ
歐
羅
巴
へ
通
シ
候
得

ハ
獪
買
集
前
差
留
候
事
容
易

二
可
有
之
候
處
此
儀

二
付
別
段
御
談
モ
無
之
候
二
付
其
儘
打
捨
置
申
候
以
上

於
富
岡

千
入
百
七
十
四
年
三
月
二
十
入
日

ポ
ー
ル
ブ
リ
ュ
ナ
ー

勸
業
寮

御
中

中
島
中
之
助
訳

こ
れ
と
ま

っ
た
く
同
内
容
の
三
月
十
入
日
付
の
書
類
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
中
島

中
之
助
訳
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ほ
か
の
通
弁
衆
の
署
名
に
よ
る
翻
訳
の
公
文
書
は

見
当
ら
な
い
と
こ
ろ
を
み
る
と
、
ブ
リ

ュ
ー
ナ
の
署
名
差
出
の
文
書
は
忠
之
助
の

担
当
で
翻
訳
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
か
。

忠
之
助
の
富
岡
製
糸
揚
に
お
け
る
通
訳
と
し
て
の
活
動
に
つ
い
て
は
わ
か
ら
な

い
部
分
が
き
わ
め
て
多

い
。
『
富
岡
製
糸
場
誌
』

の
中
に
忠
之
助
の
足
跡
を
探
し

て
み
て
も
ほ
と
ん
ど
徒
労
で
あ
り
、
通
訳
と
い
う
任
務
が
い
わ
ば
無

色

的

な

そ

れ
で
あ

っ
て
、

つ
ね
に
名
を
と
ど
め
る
こ
と
の
な
い
存
在
で
あ

っ
た
こ
と
を
思
い

知
ら
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
目
立
た
な
い
と
こ
ろ
で
、
通
訳
が
す
こ
ぶ
る
重

要
な
活
動

の
機
能
を
果
し
て
い
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
語
と
い
う

言
語
を
介
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
産
業
技
術
が
導
入
さ
れ
た
事
実
を
見
落
し
て
は
な
ら

な
い
の
で
あ
る
。
通
訳
な
し
に
は
技
術
伝
習
が
十
分
に
機
能
し
な
か
っ
た
こ
と
は

横
須
賀
製
鉄
所

の
例
を
み
て
も
あ
き
ら
か
な
の
で
あ
る
が
.
そ
の
よ
う
な
側
面
に

幻

関
し
て
の
資
料
が
十
分
で
な
い
こ
と
で
、
そ
の
間
の
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
ど
も
が
霧

U

に
か
す
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

忠
之
助
は
富
岡
製
糸
場
の
通
訳
を
暫
く
の
間

つ
と
め
た
の
ち
、
そ
こ
を
辞
め
て

い
る
。
柳
田
泉

「川
島
忠
之
助
伝
」
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
明
治
六
年
秋
の
初
め
の

こ
と
で
あ

っ
た
。

(文
中
敬
称
略
)

〈主
要
参
考
文
献
〉

○

横
須
賀
市
役
所

『横
須
賀
海
軍
船
廠
史
』
(横
須
賀
海
軍
工
廠

大
正
四
年
)

○

『富
岡
製
糸
揚
誌
』
(富
岡
市
教
育
委
員
会

昭
和
五
十
二
年
)

○

柳
田
泉

「川
島
忠
之
助
伝
」
(『明
治
初
期
翻
訳
文
学
の
研
究
』
春
秋
社

昭
和
三
十

六
年
)

○

川
島
順
平

「父

・
川
島
忠
之
助
」

(早
稲
田
大
学
比
較
文
学
研
究
室

『比
較
文
学
年

誌
』
十
号

昭
和
四
十
九
年
)

へ
付
記
〉

訂

正
-

前
号
掲
載

の
「
川
島
忠
之
助
に

つ
い
て

(そ

の
∬
)
」

中

の
ヴ

ェ
ル
ニ

ー

の
肖
像
画

は
横
須
賀
製
鉄
所
技
師
サ
ヴ

ァ
テ
ィ

エ
の
そ
れ
で
あ
る
。

(
一
九
七
入

・
八

・
二
〇
)


